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要旨

本研究では，桑原（２０１３）で数値化された漢字熟語の意味の透明性について，熟語を構成する

漢字の具象性，造語力との関わりを分析した。その結果，漢字２字熟語の右側の漢字の具象性が

高いと，意味の透明度も高くなる傾向が示された。次に，漢字２字熟語の左側の漢字が「右側で

使われない漢字」言い換えれば「左側でしか使われない漢字」であれば，意味の透明度も高くな

る傾向が示された。

キーワード：漢字２字熟語，意味の透明性，具象性，造語力

１．問題の所在と目的

複数の漢字から成る漢字熟語は，その意味と熟語を構成する漢字の個々の意味とが結びつきや

すいものと結びつきにくいものがある。たとえば「頭痛」は「頭が痛むこと」（『明鏡国語辞典』）

という意味で，「頭」「痛」のそれぞれの漢字の意味の組み合わせと結びつきやすい。一方，「皮

肉」のように「皮」「肉」それぞれの意味と熟語としての意味とが結びつきにくいものがある。

これは，漢字熟語の意味の透明性（transparency）の問題である。

桑原（２０１３）では，この漢字熟語の意味の透明性の数値化を試みた。漢字２字熟語の意味とそ

の熟語を構成する漢字のそれぞれの意味とがどのぐらい容易に結びつけられるかについて，日本

語を母語とする大学生５１名を対象に調査を行った。漢字２字熟語５００語について，「まったく結び

つかない」を１，「非常に結びつけやすい」を５とする５段階による評定をしてもらい，５１名の評

定値の平均値を個々の漢字２字熟語の意味の透明性の指標とした（以後，「意味の透明度」とす

る）。５００語のうちもっとも意味の透明度が高かったのは，「父母」（４．９２）で，もっとも低かった

のは「風呂」（１．７８）である。また，意味の透明度の平均値は３．５５であった。

本研究では，桑原（２０１３）で数値化された意味の透明度について，漢字の具象性，造語力との

関わりを分析する。

２．具象性（concreteness）�

漢字の具象性について数値化した研究は，北尾・八田・石田・馬場園・近藤（１９７７）まで遡ら

なければならない。同研究では，教育漢字８８１字（当時）について，日本語を母語とする大学生

１０００人を被調査者として調査を行っている。「この漢字から具体的な物，または事象を思い起こ

しますか」という問に対して「はい」「いいえ」のどちらかで回答するよう求め，「はい」と回答

した割合（％）を具象性を表す数値としている。最も具象性が高い漢字とその値は「森」（９９），

「林」（９９），「雨」（９９）であり，最も低い漢字は「第」（７）である。
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桑原（２０１３）の５００語のうち，北尾他（１９７７）の８８１字で構成されているものは４０６語である。

たとえば，意味の透明度がもっとも高かった「父母」については，左側の「父」の具象性が９１，

右側の「母」が７０である。そもそも，２つの漢字の組み合わせにより漢字熟語の意味を解釈しよ

うとするならば，個々の漢字の意味が明らかでなければ難しいので，漢字の具象性が高いことは

意味の透明度が高いことと大きく関わることが予想される。その一方で，「皮肉」（意味の透明度

１．８０，「風呂」についで低い）のように，「皮」と「肉」の具象性がそれぞれ８２，８３と高くても，

意味の透明度が低いものもある。

そこで，４０６語の漢字２字熟語について，意味の透明度と左右の漢字それぞれの具象性との間

で peasonの積立相関係数を求めた。その結果，意味の透明度と右側の漢字（以後，「右漢字」と

する）の具象性との間に弱い正の相関が見られた（r=．２１３，p<．０１）。左側の漢字（以後，「左漢

字」とする）の具象性との間には有意な相関は見られなかった（r=‐．００８，n.s.）。

このことから，漢字２字熟語の右漢字については，その具象性が高いとその語の意味の透明度

が高くなり，具象性が低いと意味の透明度も低くなる傾向があることが示唆される。これは，右

漢字のみに見られる現象で，左漢字の具象性の高低は語の意味の透明度との関わりがない。では，

なぜ右漢字の具象性が高いと熟語の意味の透明度が高くなる傾向が生じるのだろうか。

表１は分析対象となった４０６語のうち，右漢字の具象性が高いもの上位５０語と，下位５０語であ

る。右漢字の具象性が高い５０語の意味の透明度の平均値は３．６９である。そのうち，意味の透明度

が４以上のものは１９語，３．５５（意味の透明度の平均値）以上は２７語である。一方，右漢字の具象

性が低い５０語の意味の透明度の平均値は３．１３で，４以上のものは５語（始発，私用，立案，校則，

後任），３．５５以上のものは１２語であり，右漢字の具象性が高い漢字群のほうが，意味の透明度が

高い漢字熟語が多く含まれていることがわかる。

熟語 意味の
透明度

左漢字
具象性

右漢字
具象性

河川 ４．６５ ８２ ９８

火口 ３．６８ ９４ ９８

軽口 ３．５０ ４４ ９８

乗馬 ４．６９ ６９ ９７

落馬 ４．４７ ６２ ９７

出馬 ３．００ ５４ ９７

注目 ３．３３ ５０ ９６

専門 ３．０６ ３３ ９６

大目 ２．６２ ６３ ９６

駄目 ２．１２ ９６

初耳 ４．３３ ３５ ９４

点火 ３．７５ ７７ ９４

下火 ２．７１ ７１ ９４

熟語 意味の
透明度

左漢字
具象性

右漢字
具象性

子供 ２．７６ ８８ ３１

情報 ２．６７ ５８ ３１

水準 ２．３６ ９０ ３１

調達 ２．２７ ４３ ３１

保留 ３．８８ ３３ ３０

営業 ３．８０ ４７ ３０

春先 ３．７１ ６５ ３０

政治 ３．６７ ６０ ３０

優先 ３．５１ ３０

企業 ３．１４ ３０

程度 ２．６５ １７ ３０

状態 ２．８０ ２２ ２８

条件 ２．４５ ２７ ２８

表１ 右漢字の具象性上位５０語と下位５０語
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熟語 意味の
透明度

左漢字
具象性

右漢字
具象性

美人 ４．７８ ６０ ９３

降雪 ４．７６ ９３

開店 ４．７１ ７５ ９３

新人 ４．７１ ４０ ９３

戦車 ４．５９ ８０ ９３

洗車 ４．４９ ９３

愛車 ４．４７ ４６ ９３

個人 ４．１６ ５７ ９３

主人 ３．９４ ５７ ９３

大人 ３．９０ ６３ ９３

実家 ３．７５ ７３ ９３

本体 ３．６１ ８７ ９３

全体 ３．５９ ３４ ９３

素人 ２．８４ ４６ ９３

投石 ４．４５ ７０ ９１

土足 ３．３７ ８１ ９１

遠足 ３．３７ ４８ ９１

採光 ３．３４ ５６ ９０

観光 ２．６７ ５０ ９０

緑茶 ４．６３ ７３ ８９

着手 ３．３７ ４６ ８９

相手 ３．０８ １９ ８９

選手 ２．８８ ４６ ８９

土手 ２．２４ ８１ ８９

空港 ４．２２ ７２ ８８

長男 ３．０６ ６４ ８８

虫歯 ３．０４ ８８ ８８

益虫 ２．９５ ２７ ８８

絵本 ４．７６ ８８ ８７

渡米 ４．０６ ８７

彼女 ３．４９ ８７

基本 ３．３１ ５７ ８７

見本 ２．８６ ５７ ８７

言葉 ２．８２ ６５ ８６

来日 ４．３１ ４５ ８５

自筆 ４．１４ ６１ ８５

野宿 ３．９８ ７７ ８５

平均 ３．６９ ６０．５１ ９１．５８

熟語 意味の
透明度

左漢字
具象性

右漢字
具象性

非常 ３．６９ ３９ ２７

始発 ４．２７ ４６ ２６

私用 ４．２４ ５８ ２６

単発 ３．６１ ４５ ２６

専用 ３．５７ ３３ ２６

反発 ３．４９ ３１ ２６

使用 ３．４７ ４１ ２６

身元 ３．３５ ７６ ２６

採用 ３．３３ ５６ ２６

開発 ３．３１ ７５ ２６

流用 ３．２９ ８８ ２６

現代 ３．２４ ３２ ２６

時代 ３．０４ ６１ ２６

利用 ３．０２ ３６ ２６

外科 ２．９４ ５６ ２６

服用 ２．１０ ８５ ２６

意識 ２．８４ ３５ ２５

確約 ３．４７ ３５ ２４

予約 ３．４５ ２１ ２４

成約 ３．１１ ３３ ２４

番号 ３．０８ ３５ ２４

節約 ２．４６ ４８ ２４

国際 ２．９２ ７７ ２３

実際 ２．５７ ７３ ２３

経済 ２．３３ ３５ ２３

立案 ４．１６ ７５ ２２

整然 ２．９２ ５５ ２２

平然 ２．７６ ７４ ２２

別状 ２．６９ ４８ ２２

自然 ２．６３ ６１ ２２

白状 ２．２４ ６５ ２２

校則 ４．０６ ６６ ２１

後任 ４．０４ ３５ ２０

研究 ３．３３ ３３ １９

理由 ３．０８ １１ １５

自由 ２．５７ ６１ １５

調理 ２．１４ ４３ １１

平均 ３．１３ ５０．５６ ２５．０８
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上位５０語の右漢字を見ると，すべて名詞である。漢字２字熟語の語構成のパターンの中には，

Ｖ＋Ｎ，Ｎ＋Ｎ，Ａ＋Ｎのように右側に名詞が来るものが多く，特に名詞が右に来る連体修飾関

係の構造が最も多い（日本語教育学会，２００５）。具象性の高い名詞が動詞の目的語や形容詞の被

修飾語になりやすいことは間違いなく，実際，「河川」（Ｎ＋Ｎ），「乗馬」「開店」（Ｖ＋Ｎ），「美

人」「新人」（Ａ＋Ｎ）など，語構成のいずれかのパターンに容易に分類できるものが多い。この

ことが，意味の透明度が高くなることに関わっていると考えられる。

３．造語力

漢字の造語力とは，野村（１９８９）によれば，造語単位としての漢字の字音のはたらきを示すも

のである。その造語力に関連する漢字の属性には，その漢字を使って漢字２字熟語が何種類作れ

るかという指標がある。さらに，漢字２熟語が作られる際に，その漢字が漢字２字熟語の右側で

使われるのか，左側で使われるのかも数値化されている。ここでは，川上（１９９７）と Tamaoka

（２００４）を分析に用いる。

３‐１．熟語の類似語数（number of neighborhood size）

川上（１９９７）は，JIS一種漢字２９６５字を用いて作られる漢字２字熟語数を調査し，各漢字が左

側に使われる漢字２字熟語数と，右側で使われる漢字２字熟語数をそれぞれ明らかにしている。

たとえば，「大」が「大人」「大意」のように左側で使われる漢字２字熟語数は，５３３語であるの

に対して，「壮大」のように右側で使われるものは７２語である。つまり，「大」は，漢字２字熟語

の左側で使われるほうが右側よりも多いのである。右側で使用される漢字熟語数が多い漢字とし

ては，たとえば「人」は左で使われる漢字熟語数が１４９語であるのに対して，右は３９０語である。

桑原（２０１３）の漢字２字熟語５００語の左漢字について，それが左側で使われる熟語数，右側で

使われる熟語数と意味の透明度との間で peasonの積立相関係数を求めたところ，右側で使われ

る熟語数と意味の透明度の間でのみ，弱い負の相関が有意であった（r=‐．２３１，p<．０１）。次に，

右漢字について，同様にそれが右側で使われる熟語数，左側で使われる熟語数と意味の透明度の

間で相関を求めたところ，いずれの間にも有意な相関は得られなかった。このことから，右側で

使われることが少ない漢字が左側に来たほうが，意味の透明度が高くなる傾向が示された。

３‐２．kanji lexical productivity

Tamaoka（２００４）は，１９８５年から１９９８年までの朝日新聞の中から得られた３４１，７７１語を対象に，

常用漢字１９４５字（当時）それぞれについて，漢字２字熟語の左側で使われている漢字熟語の異な

り語数（kanji lexical productivity on the right-hand side），右側で使われている漢字熟語の異な

り語数（kanji lexical productivity on the left-hand side）を明らかにした。

そこで，まず桑原（２０１３）の漢字２字熟語の左漢字について，それが左側で使われる熟語数，

右側で使われる熟語数と意味の透明度との間で peasonの積立相関係数を求めた。その結果，右

側で使われる熟語数と意味の透明度の間でのみ，弱い負の相関が有意であった（r=‐．２０５，p<．０１）。

これは，漢字熟語の右側で使われることが少ない漢字が左側に来たほうが，意味の透明度が高く

なる傾向を示すものである。この結果は，川上（１９９７）の熟語の類似語数との分析結果と同様で
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ある。なお，Tamaoka（２００４）の右側で使われる熟語数（kanji lexical productivity on the left-hand

side）と川上（１９９７）の右側で使われる熟語数の間の相関は r=．９７２（ p<．００１）で非常に強い。

「右側で使われる漢字２字熟語数が少ない」ことは，「左側で使われる漢字２字熟語数が多い」

こととは同義ではない。左漢字が左側で使われている漢字熟語の異なり語数と意味の透明度との

間に相関が見られないからである。それでは，「右側で使われる漢字熟語数が少ない」とは何を

意味するのだろうか。漢字熟語の左漢字について，右側で使われる熟語数が少ないもの上位３８字

と多いもの上位３７字をそれぞれ表２にまとめる。桑原（２０１３）のうち，表２の漢字を使って作ら

れる漢字熟語は合計１１２語である。

漢字
Tamaoka2004

川上
１９９７ 熟語例右に来

る語数＊１
左に来
る語数＊２

不 ０ １３８ ２ 不在，不正

最 ０ ３３ ０ 最短

郵 ０ ８ ２ 郵便

普 ０ ７ ０ 普通

祈 ０ ４ ３ 祈願

購 ０ ３ ０ 購入

紹 ０ １ １ 紹介

距 ０ ２ ３ 距離

再 １ ５０ ２ 再考，再建

孤 １ ２８ ６ 孤児

予 １ ３２ ７ 予約，予定

必 １ ２０ ０ 必要

以 １ ９ １ 以下

汚 １ １３ ３ 汚名

希 １ ８ １ 希望

嫌 １ ６ ３ 嫌味

企 １ ３ ２ 企画，企業

魅 １ ３ ３ 魅力

悲 ２ ２４ ３ 悲願

採 ２ ３０ ４ 採光，採用

完 ２ ２８ ３ 完全，完成

永 ２ １２ ２８ 永住

彼 ２ ９ ５ 彼女

私 ３ ７１ ６ 私物，私用
私語

漢字
Tamaoka2004

川上
１９９７ 熟語例右に来

る語数＊１
左に来
る語数＊２

人 ２６８ １３７ ３９０ 人望，人選

子 ２４６ ４５ ３６４ 子機，子供

物 ２１３ ６２ ３６１ 物騒

書 １７１ ７５ ２４８ 書評

水 １６２ １９５ ２２８ 水準，水着

行 １５３ ７６ ２２８ 行方，行楽

手 １５１ １５７ ２３２ 手話，手段

文 １４８ ８７ ２４１ 文化

心 １４６ ８６ ２４６ 心外，心配

上 １３８ １５８ １４３ 上京，上達

目 １３６ ５５ ２０５ 目測

風 １３５ １０６ １９６ 風呂

事 １３５ ３２ ２２１ 事務

気 １３１ ７３ １９７ 気軽，気絶

中 １３０ １７９ １６１ 中央，中心

体 １２７ ４９ １５９ 体温，体験

学 １２６ ７９ １５３ 学歴，学名

日 １２２ １０４ １８７ 日参

方 １２１ ３６ １８９ 方法，方式

場 １２１ １５ １５４ 場所

面 １２０ ２８ １５７ 面接

出 １１８ １２７ １２６ 出産，出題

山 １１８ １６３ ２３９ 山積

作 １１８ ３３ １３８ 作品

用 １１８ ４３ １３１ 用途

表２ 左漢字のうち右側で使われる熟語数が少ない漢字，多い漢字
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右側で使われることが少ない漢字を見ると，接辞（例：「不」「未」「非」），副詞的修飾語相当�

（例：「再」「予」「必」「最」），形容詞・形容動詞相当（例：「悲」「永」「完」「確」「低」�）が目

立つ。また，それらの漢字は左で使われる熟語数が比較的多いのも特徴と言える。たとえば，「紹」

は右に来る熟語数が０であるだけでなく，左に来る熟語数も１と少なく（おそらく「紹介」と推

測される），左右にかかわらず「紹」が使われる漢字熟語数は少ない。「企」「魅」「距」も同様に，

左右合わせても熟語数が５に満たない。それに対して，「不」は右に来る熟語は０だが，左に来

る熟語は１３８と多い。「最」「再」も同様に左右差が大きく，これらの漢字は「漢字２字熟語の左

にしかほとんど使われない漢字」と言い換えることもできるだろう。

一方，「右側で使われることが多い漢字」は名詞が多い。たとえば，「人」「子」「物」「水」「手」

などが上位に見られる。さらに，それらが左に来る熟語数は平均９０．８で，右に来る熟語数の平均

１４６．８８よりは少ないが，数そのものは少なくないことがわかる。それは，右に来る熟語数が少な

い漢字が左に来る熟語数平均２４．８４と比較すると明らかであろう。これらのことから，「左でしか

ほとんど使われない漢字」は接辞や副詞的修飾語相当，形容詞・形容動詞相当を多く含み，それ

が左に来ることで，意味の透明度が高くなることが示唆される。

次に，桑原（２０１３）の漢字２字熟語の右漢字について，それが左側で使われる熟語数（kanji lexi-

cal productivity on the right-hand side），右側で使われる熟語数（kanji lexical productivity on the

left-hand side）と意味の透明度との間で peasonの積立相関係数を求めたところ，いずれの間に

漢字
Tamaoka2004

川上
１９９７ 熟語例右に来

る語数＊１
左に来
る語数＊２

改 ３ ４０ ４ 改心，改行

非 ３ ３０ ７ 非常

抱 ３ ７ ６ 抱負

撮 ３ ２ ２ 撮影

横 ４ ６３ ３ 横着

特 ４ ７７ ４ 特売，特別
特化，特典

単 ４ ５１ ９ 単発

未 ４ ３４ １ 未知

低 ４ ３７ ５ 低温

確 ４ １７ ８ 確認，確約

暖 ４ １６ ５ 暖冬

街 ４ １３ ３ 街頭

駄 ４ ９ １０ 駄目

輸 ４ ６ ７ 輸入

平均 １．９７ ２４．８４ ４．２６

漢字
Tamaoka2004

川上
１９９７ 熟語例右に来

る語数＊１
左に来
る語数＊２

頭 １１７ ４０ ２０５ 頭痛

生 １１６ １２６ １８６ 生活，生地

名 １１４ １１１ １４９ 名前

下 １１２ １５１ １４６ 下見，下火

分 １１１ １０１ １１９ 分散，分別
分乗

本 １０９ １９４ １７８ 本体，本音
本当，本来

音 １０８ ４９ １４２ 音読，音信

家 １０６ ９１ １７２ 家出，家庭

性 １０６ ３２ １１９ 性能

言 １０６ ２６ ２０３ 言動，言葉

国 １０３ １４５ １５２ 国際，国交

長 １０２ ９５ １３８ 長男

平均 １４６．８８ ９０．８４ １９５

＊１ kanji lexical productivity on the left-hand side
＊２ kanji lexical productivity on the right-hand side
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も有意な相関は得られなかった。

４．考察

漢字２字熟語の意味の透明度と，熟語を構成する個々の漢字の属性との関係を分析したところ，

意味の透明度の高低に関わる２つの属性が明らかとなった。まず，漢字２字熟語の右漢字の具象

性が高いと，意味の透明度も高くなる傾向が示された。次に，漢字２字熟語の左漢字が「右側で

使われることが少ない漢字」言い換えれば「左側でしかほとんど使われない漢字」であれば，意

味の透明度も高くなる傾向が示された。

左側でしかほとんど使われない漢字，すなわち接辞，副詞的修飾語相当，形容詞・形容動詞相

当が左に来る場合，その右側には主として被修飾語となる漢字が必要になる。それがより具象性

の高い漢字であれば，修飾関係が明らかとなり，その結果個々の漢字の意味から熟語の意味を解

釈しやすいことが予想される。このように考えれば，本研究で明らかになった２つの属性と意味

の透明度との関わりが説明可能である。

ただし，漢字の具象性については次のような問題が残る。たとえば，表１の「来日」（透明度

４．３１），「渡米」（透明度４．０６）はいずれも意味の透明度が高く，右漢字「日」（具象性８５），「米」
ひ

（具象性８７）の具象性も高い。しかし，「来日」の「日」は「日」ではなく「日本」を指し，「渡
こめ

米」の「米」は「米」ではなくアメリカを意味する。また，「本体」（透明度３．６１），「全体」（透
からだ

明度３．５９）の「体」もおそらく単独では「体」と訓読みされた結果，具象性が９３という高いも

のになっているはずだが，「本体」「全体」は字音語であり，その中の「体」の意味は「からだ」

ではない。たとえば，「本体」の「体」の意味は，「もちまえ。本性。物事の根本となるもの」（『新

漢語林』）であり，「体」の持つ意味の中では４番目に記載されるものである。このように，熟語

の中で各漢字の担う意味は，北尾他（１９７７）の調査の際に想定された漢字単独の意味とは異なる

場合がある。

また，ある熟語が省略され，それが漢字１字で表される場合もある。たとえば，「自宅配達」が

「宅配」と省略され，「宅」が「自宅」を表し，「配」が「配達」を表しているような例である（日

本語教育学会，２００５）。右漢字の具象性が低いにもかかわらず意味の透明度が４以上の５語のうち，

「始発」「校則」については，右漢字の「発」は「発車」，「則」は「規則」が省略されたものと考

えられる。そのため，「発」（具象性２６）「則」（具象性２１）単独の具象性が低くても，「発車」「規

則」が想起されることによって右漢字の示す意味がより具体的になり，そのことが，意味の透明

度の高さに影響していると推測できる。

具象性と意味の透明度との間の正の相関が有意とは言え，相関自体が強くないのはこのような

熟語が含まれているためと考えられる。
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� 北尾他（１９７７）では，「具体性」としているが，ここでは「具象性」とする。なお，北尾他

（１９７７）でも，「具体性」の英訳には concretenessを充てている。

� 「副詞的修飾語相当」「形容詞・形容動詞相当」の用語は，日本語教育学会（２００５）による。

� 「永」「完」「確」については，張（２０１４）の分類をもとに，形容詞・形容動詞相当と判断し

た。
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An analysis of semantic transparency of two-Kanji compounds

Yoko Kuwabara

The present study analyzed a relationship between semantic transparency of two-Kanji com-

pound and attributes of its component characters. The results showed that there is a positive

correlation between semantic transparency and the concreteness of right-hand Kanji. The re-

sults also showed that there is a negative correlation between semantic transparency and lexical

productivity of left-hand Kanji.

Keywords: Two-Kanji compound, Semantic Transparency, Concreteness, Lexical Productivity
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